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蛍光鉱物の赤外線カソードルミネッセンス
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蛍光鉱物3 0種についてカソ－ドルミネッセンスを測定したところf l u o r i t e、s c h e e l i t e、h a r d y s t o n i t e様鉱物から赤
外線ルミネッセンスを検出した。

カソ－ドルミネッセンス（C Lと略す）は物質に含まれる元素の組成や結晶に内在する構造欠陥を反映すること
から、極微量の不純物組成の検出や構造欠陥の原因を解明する手段として注目されている。地質関連物質におけ
るC Lの応用は、炭酸塩鉱物のセメント化作用、石英の二次成長過程、鉱物の放射線損傷などを対象とした研究な
らびに隕石構成鉱物の生成履歴、変成度の推定など隕石学の分野など多岐にわたっている。 従来、C L測定はル
ミノスコ－プを用い鏡下でC L発現の有無とその色の記載を行う定性的なものが多い。我々は、温度制御可能なC L
電子顕微鏡を用い各種鉱物のC Lスペクトルを定量的に測定してきた。今回、新たに赤外線領域でC Lを発現する数
種の鉱物を見出したのでここに報告する。

測定に用いた装置は、日本電子社製S E M ( J S M - 5 4 1 0 )にO x f o r d社製回折格子分光器(Mono CL2)を組み込んだもの
である。試料から放出されたC Lは放物面鏡により集光させ、直接分光器に導き焦点距離0 . 3 m、分光波長範囲2 5 0
～1 8 0 0 n m、分解能0 . 5 n mの回折格子を用い高感度、高分解能の分光分析を可能にしている。紫外から可視域は光
電子倍増管により、赤外域はGe検出器を用いCLスペクトルと空間分布を測定することができる。

3 0種の蛍光鉱物について赤外線領域でのC Lを観察したところ、f l o u r i t e (岐阜県武儀郡平岩産)、s c h e e l i t e、
cassiterite(京都府船井郡鐘打鉱山産)、hardystonite様鉱物(Franklin, USA)から赤外線CLが検出できた。

f l o u r i t eは、二次電子像、組成像において均一であるが、可視領域のC Lでは水色と青色の縞状の分域構造が認め
られた。可視領域のスペクトルは3 5 9、4 2 0、4 8 5、5 4 0、5 7 5、6 7 0、7 6 0 n mにピ－クを示し、これらは希土類元素
(Dy, Hoなど)によるものと推定される。4 2 0 n mと5 7 5 n mで空間分布を観察すると、前者は水色の後者は青色の分域
に相当し、両者のスペクトル強度は逆相関の関係にある。赤外線C Lスペクトルは9 8 6、1 0 4 0、1 0 7 0、1 3 3 0、1 5 4 0、
1 5 9 0 n mに鋭いピ－クを示すことから希土類元素が発光中心になっていると考えられる。全赤外線による空間分布
は、可視領域でのＣＬ発光分布と異なる部分もみられた。

s c h e e l i t eは、可視領域で強い青い発光( 4 5 1 n m )を示し、WO4(II) が発光中心となっている。赤外線領域のスペク
トルでは、1 0 1 0、1 0 7 5、1 3 5 0、1 4 0 0、1 5 2 0、1 5 4 0 n mに鋭いピ－クを有し、これらは希土類元素が発光中心となっ
ていることを示唆する。また、共生するc a s s i t e r i t eからも赤外C L発光がみられ、全赤外線による空間分布は
shceeliteとcassiteriteとも不均一である。

h a r d y s t o n i t e様鉱物は、可視領域においてC Lを発現しないが、赤外線C Lスペクトルは1 5 5 0 n mに鋭いピ－クを示
し、希土類元素の発光中心によるものと考えられる。全赤外線による空間分布では、結晶成長に関すると思われ
る分域構造が認められた。随伴するw i l l e m i t eは、M n ( I I )による可視C L ( 5 2 5 n m )を示すが赤外領域の C Lは認められ
なかった。

通常CLは可視領域で測定されており、鉱物に関する赤外領域でのCLの報告例はほとんどない。今回の結果から、
鉱物の赤外線C L発現はまれではなく、そのスペクトルから発光中心になっている元素を特定できる可能性がある
ことから、分域組織の判別、結晶成長過程の解明、熱履歴の推定などに応用できるものと期待される。


